
重要文化財「石井閘門」の全容を一般公開します
～約１２年ぶりに水抜きを実施～

☆ 10時、11時、14時、15時から２０分程度、石巻千石船の会の邊見会長より現地ガ
イドをいただくこととしています。

平成２４年１２月１８日（火） １３：００～１６：００

平成２４年１２月１９日（水） ９：００～１２：００，１３：００～１６：００

平成２４年１２月２０日（木） ９：００～１２：００

平成２４年１２月２１日（金） ９：００～１２：００，１３：００～１６：００

平成２４年１２月２２日（土） ９：００～１２：００

明治１３年(1880年)に野蒜築港事業の一環
で建設された施設で、現在まで１３２年供用
されている国内で稼働する最古の閘門です。
土木技術史上の価値が高いとして、平成１４
年５月に国の重要文化財に指定されました。

≪参考≫

問い合わせ先

〒986-0861 石巻市蛇田字新下沼80

ＴＥＬ 0225-94-9852

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所

管理課 専門官 三浦 博之（内線414）

水替工後の状況（H13.1)
北上川下流河川事務所では、閘門の老朽化及び東北地方太平洋沖地震による津波で被災したことから、
『重要文化財「石井閘門」保全対策検討委員会』を平成２４年８月に設立して、保全方法等を検討している
ところです。今回、上記委員会の一環として、水替（閘室内の水を抜く）を行い、石井閘門全体の調査を行
います。
閘室内は普段は水で満たされており、平成１３年１月以来約１２年ぶりに全容を現わします。
この機会に、地域の方々にも見学していただきたいと思います。

※ 上記時間内に見学していただけますが、危険な場所もありますので、見学に

際しては現地係員の指示に従ってください。

通常時の石井閘門

一般公開日時


